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私
は
１
９
８
５
年
９
月
22
日
の
プ
ラ
ザ

合
意
の
と
き
の
大
蔵
省
の
副
財
務
官
で
、

プ
ラ
ザ
合
意
の
研
究
者
で
あ
る
。
今
年
は

プ
ラ
ザ
合
意
25
周
年
で
あ
る
。
プ
ラ
ザ
合

意
直
前
、
円
は
１
㌦
＝
２
３
０
円
だ
っ
た

が
、
こ
こ
か
ら
中
期
的
な
円
高
プ
ロ
セ
ス

が
始
ま
り
、
95
年
に
１
㌦
＝
79
円
75
銭
を

記
録
し
た
。
10
年
間
で
円
か
ら
み
た
ド
ル

の
価
値
は
３
分
の
１
に
減
価
し
た
。
そ
れ

以
降
の
15
年
間
は
、
こ
の
１
㌦
＝
79
円
75

銭
の
水
準
は
破
ら
れ
て
い
な
い
。

Ａ
Ｃ
Ｕ
建
て
の
メ
リ
ッ
ト

　

為
替
政
策
は
、
短
期
政
策
と
中
期
政
策

に
分
け
ら
れ
る
。
短
期
政
策
は
、
市
場
介

入
政
策
が
中
心
で
あ
る
。
今
年
は
、
一
時

１
㌦
＝
82
円
台
に
ま
で
円
高
が
進
ん
だ
こ

と
を
受
け
、
日
本
は
04
年
３
月
以
来
、
６

年
半
ぶ
り
に
介
入
を
再
開
し
た
。

　

介
入
政
策
に
は
、
ボ
ラ
テ
ィ

リ
テ
ィ
ー
対
策
（
円
高
の
ス
ピ

ー
ド
が
速
す
ぎ
る
問
題
）
の
た

め
の
介
入
と
、レ
ベ
ル
対
策（
円

は
対
ド
ル
レ
ー
ト
で
高
す
ぎ
る

か
ど
う
か
）
の
２
つ
が
あ
る
。

前
者
な
ら
変
動
相
場
制
の
国
際

通
貨
体
制
下
で
国
際
的
に
確
立

し
た
介
入
原
則
で
あ
る
（
日
本

政
府
は
、
こ
の
数
年
間
、
こ
の

手
法
を
自
ら
放
棄
し
て
使
わ
な

か
っ
た
）。
一
方
、後
者
の
、為

替
の
レ
ベ
ル
を
問
題
に
す
る
介

入
で
あ
れ
ば
、
あ
る
べ
き
レ
ベ

ル
に
つ
い
て
の
各
国
の
認
識
を

共
通
に
し
た
う
え
で
の
協
調
介

入
で
な
い
と
効
果
は
期
待
で
き

な
い
。
市
場
介
入
は
、
市
場
に
当
局
が
シ

グ
ナ
ル
を
与
え
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
、

本
来
一
時
的
な
も
の
で
、
効
果
は
限
定
的

と
見
る
論
者
が
多
い
。

　

15
年
前
の
円
高
時
に
は
当
局
の
介
入
が

短
期
的
に
は
奏
功
し
た
。
し
か
し
、
当
時

の
議
論
は
、
今
日
明

日
の
為
替
レ
ー
ト
が

ど
う
な
る
か
と
い

う
、
近
視
眼
的
な
マ

イ
ン
ド
に
終
始
し
、

本
来
も
っ
と
論
じ
ら

れ
る
べ
き
だ
っ
た
中

期
的
な
通
貨
安
定
の

た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
議
論
は
深
ま
ら

な
か
っ
た
。
そ
の
後

の
経
済
の
現
実
か
ら

見
て
必
要
な
の
は
、

ア
ジ
ア
規
模
で
の
為

替
安
定
協
力
の
強
化

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
為
替

協
力
で
は
、
97
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
時

に
提
起
さ
れ
、
米
国
な
ど
の
反
対
で
挫
折

し
た
「
ア
ジ
ア
通
貨
基
金
（
Ａ
Ｍ
Ｆ
）」
構

想
と
、
２
０
０
０
年
に
成
立
す
る
「
チ
ェ

ン
マ
イ
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
が
有
名
だ

が
、
こ
れ
ら
は
通
貨
危
機
の
際
、
各
国
が

外
貨
を
融
通
し
あ
う
こ
と
の
取
り
決
め

で
、
い
わ
ば
、
事
が
起
き
た
と
き
に
対
応

す
る
た
め
の
「
災
害
対
策
」
で
あ
る
。

　

だ
が
、こ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
。

よ
り
重
要
な
の
は
、
日
常
的
な
為
替
変
動

に
よ
る
リ
ス
ク
を
軽
減
し
、
ド
ル
や
ユ
ー

ロ
の
よ
う
に
傑
出
し
た
国
際
通
貨
を
も
た

な
い
ア
ジ
ア
を
、
リ
ス
ク
の
高
い
高
コ
ス

ト
経
済
に
し
な
い
た
め
の
恒
常
的
な
政
策

努
力
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
の
有
力
な
手
段
と
し
て
「
ア

ジ
ア
共
通
通
貨
単
位（
Ａ
Ｃ
Ｕ
）」構
想
が

あ
る
。
こ
れ
は
円
や
人
民
元
な
ど
ア
ジ
ア

各
国
の
通
貨
で
構
成
す
る
「
通
貨
バ
ス
ケ

ッ
ト
」
を
政
府
ベ
ー
ス
で
設
定
す
る
も
の

だ
。
通
貨
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
複
数
の
通
貨
で

構
成
さ
れ
る
た
め
、
一
般
的
に
は
、
単
独

の
通
貨
よ
り
も
相
場
は
安
定
し
や
す
い
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
の
構
成
通
貨
に
つ
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
る
が
、私
は
、円
、

人
民
元
な
ど
ア
ジ
ア
通
貨
の
ほ
か
、
ド
ル

も
加
え
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
具
体
的
に

は
、
中
国
が
05
年
か
ら
為
替
政
策
の
参
照

資
料
と
し
て
利
用
し
て
い
る
ド
ル
、
円
な

ど
11
通
貨
の
入
っ
た
通
貨
バ
ス
ケ
ッ
ト

に
、
ア
ジ
ア
内
の
貿
易
ウ
ェ
ー
ト
の
構
成

比
で
人
民
元
を
入
れ
、
各
国
が
、
こ
れ
を

インドネシア・ジャカルタの港からシ
ンガポールとブルネイに輸出される
ホンダのミニバン「フリード」

Bloomberg

アジア共通通貨単位（ACU）

ドル、ユーロ、円、人民元、ウォン、台湾ドル、香港ドル、
シンガポールドル、タイバーツ、インドネシアルピア、
マレーシアリンギットなどを貿易量に応じて按分し、
通貨バスケットとして構成

「
強
い
通
貨
」は
い
い
こ
と
だ

近こ
ん
ど
う藤　

健た
け
ひ
こ彦

（
明
星
大
学
経
済
学
部
教
授
）

円
高
の
今
こ
そ

ア
ジ
ア
共
通
通
貨
単
位
を
議
論
せ
よ

ア
ジ
ア
で
中
長
期
的
に
為
替
を
安
定
さ
せ
る
に
は
、
各
国
の
通
貨
を
バ
ス

ケ
ッ
ト
に
し
た「
ア
ジ
ア
共
通
通
貨
単
位（
Ａ
Ｃ
Ｕ
）」の
導
入
が
必
要
だ
。



エコノミスト35 2010.10.12

円高
脅威論

の「嘘」

Ａ
Ｃ
Ｕ
と
す
る
こ
と
で
合
意
す
る
の
が
一

番
手
っ
取
り
早
い
道
と
思
っ
て
い
る
。

　

Ａ
Ｃ
Ｕ
は
、ユ
ー
ロ
の
前
身
で
あ
る「
欧

州
通
貨
単
位（
Ｅ
Ｃ
Ｕ
）」の
経
験
か
ら
ヒ

ン
ト
を
得
た
も
の
だ
。
Ｅ
Ｃ
Ｕ
は
、
79
年

に
欧
州
通
貨
制
度
（
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
の
発
足
に

伴
っ
て
導
入
さ
れ
た
欧
州
各
国
の
通
貨
で

構
成
さ
れ
る
通
貨
バ
ス
ケ
ッ
ト
で
あ
る
。

通
貨
当
局
間
の
決
済
手
段
に
使
わ
れ
た
だ

け
で
な
く
、
欧
州
企
業
の
貿
易
・
投
資
の

建
値
を
示
す
指
標
と
し
て
利
用
さ
れ
、
広

が
っ
た
。

　

欧
州
で
は
フ
ィ
ア
ッ
ト
な
ど
欧
州
全
体

で
事
業
を
行
う
企
業
が
多
い
が
、
欧
州
の

国
ご
と
に
通
貨
が
違
う
の
で
、
欧
州
全
体

で
ど
の
程
度
儲
か
っ
て
い
る
の
か
が
わ
か

り
に
く
い
。
Ｅ
Ｃ
Ｕ
建
て
で
企
業
の
帳
簿

を
統
一
す
れ
ば
、
一
覧
で
比
較
で
き
る
の

で
便
利
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ア
ジ
ア
で
も
、
共
通
の
目
安
と
し
て
Ａ

Ｃ
Ｕ
が
で
き
、
企
業
の
貿
易
・
投
資
が
Ａ

Ｃ
Ｕ
建
て
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

現
在
よ
り
も
為
替
変
動
リ
ス
ク
を
抑
制
で

き
る
。

　

Ａ
Ｃ
Ｕ
は
、
中
国
の
支
持
が
な
け
れ
ば

実
現
で
き
な
い
。
中
国
は
、
自
国
通
貨
の

人
民
元
を
、
ア
ジ
ア
の
ド
ル
や
ユ
ー
ロ
に

し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
見
て
い
る
人
は

多
い
が
、
私
は
Ａ
Ｃ
Ｕ
は
中
国
に
も
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
中
国
は
、

主
に
米
ド
ル
と
の
関
係
で
、
い
ず
れ
、
人

民
元
レ
ー
ト
を
弾
力
化
せ
ざ
る
を
得
な
い

だ
ろ
う
が
、
そ
の
際
、
人
民
元
ド
ル
レ
ー

ト
を
市
場
に
任
す
と
、
振
幅
が
荒
い
動
き

に
な
る
。
一
方
、
Ａ
Ｃ
Ｕ
は
、
複
数
通
貨

の
バ
ス
ケ
ッ
ト
だ
か
ら
、Ａ
Ｃ
Ｕ
相
場
は
、

今
後
予
想
さ
れ
る
米
ド
ル
の
下
落
と
人
民

元
の
上
昇
が
打
ち
消
し
合
う
た
め
、
人
民

元
相
場
よ
り
上
昇
ス
ピ
ー
ド
が
緩
や
か
に

な
る
。
と
す
れ
ば
、
中
国
に
と
っ
て
も
Ａ

Ｃ
Ｕ
建
て
で
の
貿
易
を
促
進
す
る
方
が
、

中
期
的
な
輸
出
シ
ェ
ア
の
維
持
・
確
保
に

有
利
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

Ａ
Ｃ
Ｕ
は
日
本
に
メ
リ
ッ
ト
が
少
な
い

と
批
判
す
る
人
が
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
な
中
期
的
な
通
貨
安
定
策
が
導
入
さ

れ
ず
、
将
来
、
人
民
元
の
対
ド
ル
レ
ー
ト

が
不
安
定
化
す
る
と
、
日
本
も
、
そ
の
あ

お
り
で
、
為
替
リ
ス
ク
が
大
き
く
な
る
。

ま
た
、
そ
も
そ
も
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
展

開
し
て
い
る
日
本
企
業
に
と
っ
て
、
ア
ジ

ア
の
為
替
安
定
策
自
体
が
プ
ラ
ス
で
あ

る
。
プ
ラ
ザ
合
意
後
の
日
本
で
、
急
激
な

円
高
の
進
行
を
均
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
は
、
ア
ジ
ア
域
内
で
、
こ
の
よ
う
な

通
貨
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
よ
る
多
角
的
な
通
貨

安
定
ス
キ
ー
ム
を
工
夫
で
き
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

強
い
通
貨
の
メ
リ
ッ
ト

　

ク
リ
ン
ト
ン
政
権
時
代
、
当
時
の
ル
ー

ビ
ン
財
務
長
官
が
「
強
い
ド
ル
は
米
国
の

利
益
」
と
繰
り
返
し
強
調
し
た
の
は
、「
弱

い
ド
ル
」
だ
と
市
場
か
ら
信
頼
さ
れ
な
く

な
り
、
米
国
が
基
軸
通
貨
国
の
特
権
を
失

う
恐
れ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。だ
が「
強

い
通
貨
」
で
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
る
の
は
、

基
軸
通
貨
国
に
限
ら
な
い
。
例
え
ば
、
20

世
紀
後
半
の
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
家
、
経
済

学
者
で
、
代
表
的
な
論
客
だ
っ
た
レ
ー
モ

ン
・
バ
ー
ル
（
元
首
相
）
は
、
既
に
76
年

に
「
国
際
関
係
で
の
経
験
か
ら
、
私
は
重

き
を
な
す
国
と
は
強
く
安
定
し
た
通
貨
を

持
つ
国
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
」
と
述

べ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
、
政
・
官
・
財
界
で
は
「
強

い
通
貨
は
い
い
こ
と
だ
」
と
い
う
認
識
は

確
立
・
定
着
し
て
お
ら
ず
、
円
高
は
企
業

収
益
を
圧
迫
し
、
経
済
の
先
行
き
に
影
を

落
と
す
と
論
じ
ら
れ
る
。

　

だ
が
、
プ
ラ
ザ
合
意
時
の
英
国
の
ロ
ー

ソ
ン
蔵
相
が
、「（
通
貨
安
の
居
心
地
の
よ

さ
に
慣
れ
る
と
）
企
業
は
、
競
争
力
は
通

貨
安
で
確
保
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
感
覚
に

な
り
、
効
率
・
競
争
力
向
上
と
い
う
企
業

と
し
て
最
重
要
の
努
力
を
す
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
失
わ
れ
る
。
だ
か
ら
通
貨
安
で

繁
栄
に
至
っ
た
国
は
な
い
」
と
指
摘
し
て

い
る
。

　

や
や
一
般
化
し
て
言
え
ば
、
国
家
は
、

発
展
途
上
の
段
階
で
は
、
通
貨
を
安
く
し

て
輸
出
で
外
貨
を
稼
ぐ
必
要
が
あ
る
。
か

つ
て
の
日
本
も
そ
う
だ
っ
た
。
し
か
し
、

永
久
に
通
貨
安
に
よ
る
「
あ
ぶ
く
銭
」
に

頼
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ど
こ
か
の
時
点
で

通
貨
高
を
よ
し
と
す
る
発
想
に
転
換
し
な

い
と
い
け
な
い
。
こ
れ
は
い
ず
れ
、
韓
国

や
中
国
に
と
っ
て
も
課
題
と
な
る
だ
ろ

う
。

　

日
本
は
デ
フ
レ
で
あ
り
、
物
価
状
況
を

勘
案
す
れ
ば
、
こ
の
10
年
で
、
名
目
の
円

ド
ル
の
為
替
レ
ー
ト
は
さ
ら
に
円
高
に
な

る
は
ず
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
政
府
は
、

景
気
対
策
の
名
目
で
、
ゼ
ロ
金
利
政
策
と

い
う
通
貨
政
策
と
し
て
み
る
と
こ
れ
以
上

な
い
「
円
高
対
策
」
を
、
10
年
以
上
の
長

期
間
に
わ
た
り
、ほ
ぼ
一
貫
し
て
採
用
し
、

円
高
の
ト
レ
ン
ド
を
異
常
な
低
金
利
で
抑

え
込
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、こ
の
ま
ま
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

中
長
期
的
な
通
貨
政
策
の
影
響
は
、
経
済

面
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
人
民
元
の
価

値
の
上
昇
は
中
国
の
東
ア
ジ
ア
で
の
影
響

力
拡
大
と
セ
ッ
ト
で
語
ら
れ
る
。
今
後
予

想
さ
れ
る
対
ド
ル
で
の
人
民
元
の
上
昇
に

対
し
、
円
が
仮
に
ド
ル
よ
り
も
継
続
的
に

安
く
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
東
ア

ジ
ア
に
お
け
る
日
中
の
「
バ
ラ
ン
ス
・
オ

ブ
・
パ
ワ
ー
」
の
観
点
か
ら
は
政
治
的
に

も
問
題
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？


